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１．周期表 
１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13 14 15 16 17 18
族                  
H                 He
Li Be   遷 移 元 素     B C N O F Ne

Na Mg           Al Si P S Cl Ar

K Ca   V Cr Mn Fe  Ni Cu Zn     Br  

          Ag   Sn   I  

 Ba        Pt Au Hg  Pb     

                  

 金属元素  非金属元素 
 
  【覚え方】 

水兵 リーベ 僕 の  船  七 曲がる シップスクラークか 
H He Li  Be B C N O  F Ne Na Mg Al  Si P  S Cl Ar K Ca 

 
① 周期表は原子番号順に並べてある。 
② １族は１価の陽イオンになる。１族のうち、Ｌｉ以下を「アルカリ金属」という。 
③ ２族は２価の陽イオンになる。２族のうち、Ｃａ以下を「アルカリ土類金属」という。 
④ 18 族は２価の陰イオンになる。 
⑤ 17 族は「ハロゲン」といわれ、１価の陰イオンになる。 
⑥ 18 族は「希ガス」といわれ、安定な電子配置をもち反応性に乏しい。 
⑦ ３族から 11 族を遷移元素という。それ以外は典型元素。 
⑧ 両性元素（Al ・Zn・ Sn・ Pb） 
 
⑨ 周期表の右上にいくほど大きくなるもの 
   ・イオン化エネルギー（He 最大） 
     陽イオンにするために必要なエネルギー 
   ・電気陰性度（希ガスは含まない）（F 最大） 
     電子を取り入れる力 
 
⑩ 原子半径とイオン半径について 
   ・原子半径 ････原子の大きさを表し、原子番号が大きいものほど大きくなる。 
   ・イオン半径････同一属では原子番号が大きいほど大きい。また、同じ電子配置を 

もつイオンでは、原子番号が大きくなるほど小さくなる。 
 
⑪ 常温・常圧で単体が液体のもの（ＢｒとＨｇ） 
 
⑫ 非金属元素には、欲しい電子の数だけ結合の手がある。 
                       ｜   ｜ 
  （ Ｈ－，－Ｏ－，－Ｓ－，Ｆ－，Ｃｌ－，－Ｎ－，－Ｃ－ ） 
                           ｜ 
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  ◆非金属どうしが結合の手で結びつくと分子になる。 
   Ｈ－Ｈ（Ｈ２）水素分子  Ｏ＝Ｏ（Ｏ２）酸素分子  Ｃｌ－Ｃｌ（Ｃｌ２）塩素分子 
 
   Ｈ－Ｎ－Ｈ                 Ｈ－Ｏ－Ｈ（Ｈ２Ｏ）水分子 
     ｜   （ＮＨ３）アンモニア分子    
     Ｈ 
 
２．化学結合と結晶 
 

金 属 金 属 非金属 非金属元素の種類 

 

 （化学結合） 共有結合 金属結合 イオン結合
原子－原子間 

 
陽イオン 
自由電子 

陽イオンと

 陰イオン

原 子 分 子  （構成粒子） 
無極性分子 極性分子 

                                                      分子間力 

   固体 

（結 晶） 

 

分子結晶 
 金属結晶 イオン結晶 共有結合結晶

無極性分子 極性分子 

融解したもの

や、水溶液は

電気を導く 

昇華性を示す 極性の大きな

分子は融点が

高い 

特徴 固体も液体も電

気を通す。 

 

展性・延性を示

す 電解質 

非常に硬い 

非電解質 

結合力 金属結合 イオン結合 共有結合 分子間力 分子間力 

水素結合 

物質例 金属元素どうし 

（合金） 

黄銅 

（ＣｕとＺｎ） 

青銅 

（ＣｕとＳｎ） 

白銅 

（ＣｕとＮｉ） 

ステンレス 

（ＦｅとＣｒと 

ＮｉとＣ） 

ハンダ 

（ＳｎとＰｂ） 

ジュラルミン 

（ＡｌとＣｕと 

ＭｇとＭｎ） 

金属元素と非

金属元素の組

合せと 

多原子イオン

を含む物質 

 

ＮａＣｌ  

ＣｕＯ 
（ＮＨ４）２ＳＯ４ 

など 

ダ イ ヤ モ ン ド

（Ｃ） 

ケイ素（Ｓｉ） 

 

石 英 ・ 水 晶 の
主 成 分 で あ る
二酸化ケイ素 

（ＳｉＯ２） 

単体 

メタン（ＣＨ４） 

ブドウ糖 

（Ｃ６Ｈ１２Ｏ６） 
 

昇華性 

・ドライアイス 

（ＣＯ２） 

・ヨウ素（Ｉ２） 

・ナフタレン 

水（Ｈ２Ｏ） 

 

アンモニア 

（ＮＨ３） 
 

フッ化水素 

（ＨＦ） 
 

エタノール 

（Ｃ２Ｈ５ＯＨ） 

化学式 組成式 分子式 

金属結晶 分子結晶 イオン結晶 共有結合結晶
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   注意）黒鉛（Ｃ）は、共有結合結晶と分子間力によって構成されている。また、固体状態で電気

を導く。 

注意） 極性分子・・・・電気陰性度と分子の形により、電荷の偏りが生じた分子 

 

３．非金属・金属元素の特徴 
 
（１）非金属元素 

元素 単体の特徴 化合物の特徴 

Ｈ 金属が酸に溶けると発生  

Ｃ 
同素体 
 ・黒鉛とダイヤモンド 

◆一酸化炭素 ＣＯ（有毒） 
◆二酸化炭素 ＣＯ２（固体はﾄﾞﾗｲｱｲｽ）

 （検出）石灰水と反応して白濁 

Ｓｉ 

灰色の結晶で、半導体 ◆二酸化ケイ素 ＳｉＯ２（共有結晶）

 ・石英・水晶・ガラスの主成分 
 ・フッ化水素酸で溶ける 
 
◆シリカゲル（乾燥剤） 

Ｎ 

 ◆アンモニア ＮＨ３（塩基性） 
◆ＮＯ 
◆ＮＯ２（赤褐色の気体） 
◆硝酸 ＨＮＯ３（酸化力のある酸） 
 製法････オストワルト法 

Ｐ 同素体 
 ・黄リン（空気中で発火）と赤リン

 

Ｏ 

クラーク数（地殻を構成する元素数）

第１位の元素 
同素体 
 ・酸素（Ｏ２）とオゾン（Ｏ３） 

 

Ｓ 
同素体 
 ・単斜硫黄、ゴム状硫黄、斜方硫黄

◆硫化水素 Ｈ２Ｓ（腐卵臭） 
◆二酸化硫黄ＳＯ２

◆濃硫酸 Ｈ２ＳＯ４（酸化力のある酸）

 製法････接触法 

ハロゲン 

刺激臭があり酸化力が大きい 
Ｆ２＞Ｃｌ２＞Ｂｒ２＞Ｉ２ 

Ｃｌ２＋２ＫＢｒ→２ＫＣｌ＋Ｂｒ２

 
Ｃｌ２は黄緑色の気体 
Ｂｒ２は赤褐色の液体 
Ｉ２は黒紫の固体（昇華性） 

◆ＡｇＣｌは白色沈殿 
◆ＡｇＢｒは淡黄沈殿 
どちらも、アンモニア水に溶ける。 

 
◆ＨＦは水素結合を有し弱酸である。 
 
 

   ※ クラーク数 ･････ Ｏ ＞ Ｓｉ ＞ Ａｌ ＞Ｆｅ ・・・・・ 
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（２）金属元素（陽イオンのイオン化傾向順） 
   【覚え方】 

貸そうか な、ま  ぁ あ  て  に  する な  ひ  ど  す  ぎる 借 金 

 Ｋ Ｃａ Ｎａ Ｍｇ Ａｌ Ｚｎ Ｆｅ Ｎｉ Ｓｎ Ｐｂ Ｈ２ Ｃｕ Ｈｇ Ａｇ Ｐｔ Ａu

水

と 

の

反

応 

常温で反応し、

水素を発生 

する 

温

水 

と 

反

応 

高温の水蒸気

に溶けて水素

を発生する 

反応しない（溶けない） 

酸

と 

の

反

応 

希塩酸や希硫酸に溶け、水素を発生 
硝酸・熱濃硫酸に

溶ける 

王水に溶

ける 

※熱濃硫酸・希硝酸・濃硝酸は酸化力の強い酸である。 

※王水とは、濃塩酸と濃硝酸を３：１体積比で混合したものである。 

 

  例外① 希塩酸や希硫酸に溶けない金属 ･････ Ｐｂ 

    ② 酸にも塩基にも溶ける金属 ･････ 両性元素（Ａｌ，Ｚｎ，Ｓｎ，Ｐｂ） 

    ③ 濃硫酸や濃硝酸に不動態をつくり溶けない金属 ････ Ｆｅ，Ｎｉ，Ｐｂ 

 

 

（３）炎色反応 ････金属特有の炎の色 
Ｌｉ（赤）Ｎａ（黄）Ｋ（紫）Ｃｕ（緑）Ｃａ（橙）Ｓｒ（紅）Ｂａ（緑） 

   【覚え方】リヤカー   なき    Ｋ村    動力    借りとう するも くれない 馬力 

 


